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4 問題文
ORESJR R> UR ( OR] ES] u)が 成り立つことそ示す R コ 0 が R の 通常の位相に関して

( ただし 。 限 : 皮→ 起、☆ レ >={ ① 飛～ (ゃ( R )1 OE$ を ) 開集育 であることと
、

at → (x . O )

写
LR : R → 処

( ⇒ ) “ OREDR をEる 。 xt ) (e . 0 )

ci ) O娘 = (acb )(acb )のき 12より。 皮 を機の位相空間を見なして
し( O娘]= { ( x. o } lacxc br となる

。

定めた 相対位相に開して開合で
OR2 : = { laey ) 1[ac - ) t ys( D ) あることは 同値であることを柔せ

。

しおcE ORE 限であり、

しゃ[O] = しゃ(R) 。 ①をなるので、

(R(OR) E D性 (彼)

LUg ①娘= ( a . t ∞ )のとき

し(OR]: { ( x. o ) 1 R3 a } となる

① 々 = {(x. g ) 1xaYR } とおく、

任意 に 点( p . q )ε 性 をとると . E ::G - Pcずると Blpq > : E ) CO より 、

OESDCである。

CR(OR) = しゃ (冊 ) へ ①飛 となるので

(R(OR) GDR[>

ω) OR = (- ∞ . b ] のとき

いi) ε 同様
、

( Iv ) O民 = R αとほ ,

(迎 (OR ) = {(: 0 ] 1 x 飛をとなる。

0R = とする EORGD である
←

((OR )= しゃ( 曲)へ ①機 となるので
(他(O7G ⑧ LゃCOR)



/

[ i) ～ [iv) は 改上 の 開基 であるため 、 上の 任意の 開集合 は i ) ~ iv ) の 和集合 によって

表されるのでしゃCR]上有限の 及 び無限個の開集合の和集合が 開集合であることから、

皮における全ての開集合飛についア 、( ゃ(O) GD限)が成感立つ 。 ことがされた個

に)“(OR> GDかR)をとる。

E
OR G Dt .( ゃ( OR)= しゃ(R)へ O限

.

(ゃ(OR) = しゃ ( R\ 。 ①⑬ において
、

し皮 に開して逆像をとると 娘 (U(OR ) ) = 頃 (6 ゃ( R ] へO )

娘 = (しゃしゃ)) ～ ゃ COマ )

O民 = 皮 へじゃ(O )
ここでゃ CO)CRより、

OR= 良(O ) … ①

taf ((O)をとる。

GG (良 ( O飛) より .( 良(G ) EO.

従ってヨ EzOsot.
B ( URla, : ε )C OR々( 開楽集合及び 内点の定義)

逆像をると 。

ゃ ( Bluk(ai : ε ) ) C 娘 ( 0断 る

(良 ( BCUkal :ε 1) = ( a- ε . atε ) C 飛 ( O飛)

Blaiz) = (G - E .at ε ) C(娘(O 7

よって 、 頃( O ) ED飛

したがってのより 、娘 “
娘( O飛 ) GDR

つまり 、ORGORが成り立つことがまれた
。

K上より@ ESDR》 Uゃ [ O ] ES ] ()が 成り定つこと

つまり 、皮 を 限の部分位相空間 と 見なて定 めた相対位相 に

関 して 開集合 であることは 同値 であると 示された 回


